
「仮に博士論文の審査体制等に重大な欠陥、不備がなければ、本件博士論文

が博士論文として合格し、小保方氏に対して博士学位が授与されることは到底

考えられなかった。」というのは、極めて重い指摘だと感じます。この指摘に対

して早稲田大と教員の皆さんがしっかりと向き合う必要があることを、教育研

究者の声として社会に届けていく必要もあると考えます。 

 
五十嵐和彦（東北大・医） 


